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背景

• 近年、インターネット上に大量のテキストデー
タが日々アップロードされている。

• 正確で早い検索を可能にするために、文書の意
味をメタデータに記述する方法や、文書を意味
解析し自動で分類する方法が研究されている。

• トピックモデルは文書が複数の潜在的なトピッ
クから確率的に生成されるベイジアンモデルで
ある。

• コンピュータで文書のトピックモデルを作成し
文書のトピック分布を比較することにより文書
間の類似度を測ることができる。



問題

• 文書を分類・整理するとき、ユーザーによっ
て身に着けている知識や考え方が異なる為、
適切に分類できなかったり、ユーザーによっ
て分類の方法が異なったりする可能性がある。

• 大量の文書を手動で分類するのは現実的では
ない。

• また、従来のカテゴリー分類では、ユーザー
が必要としている文書に到達できない可能性
がある。



先行研究

• LDAトピックモデルを用いた、カウンセリング
データの文書分類は、コンピュータで行うこと
によるプライバシー保護やコストの低下が可能
となる。
（単壮,加藤昇平,電気学会論文誌Ｃ 136 巻 2 号 p.226-232 ,Feb.2016）

• 画像から特徴量を抽出して、文書と画像から
BoW表現により統合した単語集合を抽出し、こ
れにトピック分布を適用することによって文書
と画像間の相互的な検索の有用性を示している。

（矢田一貴 ,神奈川大学2017年度修士論文）



目的とオリジナリティ

目的

• 文書にLDAを用いてトピックモデルを作成し文書と単語
の間の類似度を測ることによって、ユーザーが閲覧した
文書情報から、次にユーザーが閲覧すべき文書を提示す
る（非文字）システムの構築。

オリジナリティ

• LDA出力として計算される潜在的確率変数（トピック）
を「観測値」と見なし、ベイズの定理を適用して、逆に
トピック（単語）の確率分布を算出する方式。



トピックモデルとは
• データが潜在的な意味のカテゴリ(トピック)から生
成すると仮定したモデル。

• トピックモデルは“単語の共起性がトピックを作り、
トピックから文書が生成される”という考え方

• 文書１と２では同じ“マウス”でも別の意味であると
想像できる。

• 単語の意味は単語の“共起性”によって作られる。
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LDAとは

• Latent Dirichlet Allocationの略（潜在的ディリク
レ配分法）

• トピックモデルの手法の一つ

• 確率的生成モデル
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提案手法（提案システム図）



提案手法（前処理）

MeCabを用いて文書を品詞
分解し、必要な品詞のみ抜
き出しDocument-term matrix
を作成する。

どのドキュメントにどの単語が
含まれるか、それらの単語が何
回出現するかを記録したもの

Document-term matrix

日本語の形態素解析ツール
Pythonのパッケージ

MeCab



提案手法（LDA）

作成されたDocument-term 
matrixに LDA を適用する。

LDA の出力として文書を構成
するトピック分布 P(Tn|Dx) と、
トピックを構成する単語分布
P(Wm|Tn) が得られる。



提案手法（LDAの出力の一部）

文書を構成するトピック分布
P(Tn|Dx)

トピックを構成する単語分布
P(Wm|Tn)



提案手法( 𝑃 𝑊𝑚 𝑇𝑛 → 𝑃(ζ|𝑇𝑛) )
𝑃 𝑊𝑚 𝑇𝑛 が示す単語の確率
分布は、単語がどの文書に属
するか考慮されていない。

本実験では同じ単語でもどの
文書に属するか判断する必要
がある為”文書xに含まれる単
語m”を示す ζの確率分布を持
つ 𝑃(ζ|𝑇𝑛) を下式より求める。

ただし𝑃 𝑊𝑚 𝑇𝑛 と𝑃(𝑇𝑛|𝐷𝑥)は独立
であると考える。

𝑃(ζ|𝑇𝑛) = 𝑃 𝑊𝑚 𝑇𝑛 ∗ 𝑃(𝑇𝑛|𝐷𝑥)



提案手法（ベイズの定理）

𝑃(ζ|𝑇𝑛)を𝑃(𝑇𝑛|ζ)にするため
にベイズの定理を適用する。

𝑃 𝑇𝑛 ζ =
𝑃(ζ|𝑇𝑛) ∗ 𝑃(𝑇𝑛)

𝑃(ζ)

𝑃 𝑇𝑛 =
σ𝑥=0
𝑎 𝑃(𝑇𝑛|𝐷𝑥)

𝑎
・・・ (𝑎:文書の総数)

𝑃 ζ =෍
𝑚=0

𝑏

𝑃(ζ|𝑇𝑛) ∗ 𝑃 𝑇𝑛

・・・(b:トピックの総数)

※上式の未知の値は以下のようにして計算する

ベイズの定理

𝑃(𝐵|𝐴) =
𝑃 𝐴 𝐵 𝑃(𝐵)

𝑃(𝐴)



提案手法（データベース作成）

求めたP(Tn|Dx)と𝑃(𝑇𝑛|ζ)から
文書と単語の類似度をそれぞ
れのトピック分布のコサイン
類似度として求める。

それぞれの単語と文書の類似
度をデータベースに出力する。

コサイン類似度

𝐜𝐨𝐬 𝒙, 𝒚 =
𝒙 ∙ 𝒚

𝒙 |𝒚|



実験

本実験の解析対象は神奈川大
学非文字資料研究センターか
ら刊行されている年度ごとの
非文字資料に関する研究成果、
共同研究の成果を収録した非
文字資料研究の年報のうち日
本語のもの(194件)を使用した。

今回の研究では
「中国・韓国の旧日本租界」
のトピック分析を実施する。



結果

文書の題名と含まれる単語 類似度の高い文書とその類似度



考察
今回の研究では「中国・韓国の旧日本租界」の文書の分析を実施した。

1. トピック分析と人の解釈（主観評価）について：
• 「中国・韓国の旧日本租界」の文書に含まれる単語の多くは「租界研
究の現状と展望」と類似しているという分析結果となった。

• 実際に双方の文書の全文を読んで比較すると類似な文書であることが
確認できた。

• よって文書を構成するトピック分布と人間の解釈が一致したと見なせ
る。

2. 単語が複数の意味に類別される（非文字としての）可能性について：
• 同じ単語でも、異なる文書に類別されている。したがって単語の属す
るトピックを考慮した結果が出力されていると考えられる。

3. 出現数の少ない単語のトピックについて：
• 全文書で出現頻度の多い「中国」をトピックとする単語は同様の文書
を類似なものとして出力しているが、出現数の少ない単語は、主観評
価とは異なるトピックに分類されてしまう。

• そのため、出現数の少ない単語：「デジタル」「データベース」
「ネットワーク」のような同一トピックを構成していると考えられる
ものでも出力される類似な文書が異なっている。

• これは学習に用いた文書の量が不足していることが原因と考えられ、
出現数の少ない単語に関わる大量の文書の学習により解決される。



今後の課題

• 提案システムを客観評価するためのデータ及び
精度を測る指標

• より良いトピックモデルを作成するためのテキ
ストの前処理の最適化

• 他の類似度の高い文書を提示するシステムとの
比較検討


